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總
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分
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テ
ネ
シ
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.ヴ
ナ
レ
ィ
產
業
勞_
 
協
議
會
に
屬
し
て
い
る
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が
、
こ‘
め
協
講
會
は1

九
三
六
年
鼯
立
さ
れ
た
も
の
，で
、
A

F

L
所

風

の
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十
五
■の
國
際
的
產
業
緣
働
組
合
で
組
織
■さ
れV

い
る
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以
，上
は
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<
が
賃
金
勞
働
^
ロ
に
對
>
て
與
ぇ
た
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の
影
響
で
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る
。
こ
れ
を
過
大
評
價
す
べ
き
で
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な
い
じ
、
且
つ
南
部
の
i

賃
金
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比

：
ベ
：
洛

装

為

^
依
然
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：：

て
锻
通：

に
急
を
及
然
し

力
令
必
要
を
生
疋
た
第
か
影
響
と
從
ぃ
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て
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の
ょ
ぅ
に
先
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働
の
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野
に
お

'い
て
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部
の
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妥
ニ
：张
四
九
會
計
笫
度̂
ぉ
\,
>
:て
；、
士
¥'
八
ほ
^
^

:-

グ
ト
時
を
發
電
ム
だ
。
：

.：そ
め
購
入1,
赵
|

を̂
加
算
ず
れ
ば,-
>
:
'
中
>

の̂
、
. 

'
.繳
鹜
カ
供
釙
量
は̂

七
^
遵

避

^
^
^

.る
°2
こ
れ
に
ょ
る
電
カ
料
金
收
人
の
總
額
ば
六
九
、
八
七
一

■一
、
六
三
七
蔸 

に
達
し
、

一
亦
四
八
會
計
年
度
に
敗
べ
て
旣
に

一

八
务
の
增
珈
を
示
し
て

い
る
。

"

、

'
 

, 

.

.

'

)

.企
業

邊

間
_
販

竄

氬
e
締
結
：し
■

裏

御

竇 

力
1

觀

遣

■

患

妣

域
■

■

看

雁

■

び

人

：が
？

伐
ん
で
い
る
。
直
接
に
、最
も
多
く
の
恩
惠
を
受
け
て
い
る
の
は
勿
論
テ
ネ 

シ
ー
‘
.
ヴ
ァ
レ
ィ
地
域
で
あ
り
、
-

m -
,に
、
テ.
ネ
ゾ
ー
州
の
全
部
、
ア
ラ
バ 

マ
-州
と
ヶ
ゾ
タ
ッ
キ~
丨
.州
の
四
分
か
一
、

ミ
グ
シ
ッ
ピ
ー
州
の
三
分
の
一 

,

ジ
ョ
ー
ダ
ア
州
の
十
分
の
一
及
び/

1

ス
カ
•
ロ

テ

ィ

ナ

，
州

，
と

、
パ

’
1

ジ

ニ

ア
 

州
の

一

部
に
及
ぶ
が
、
將
來
擴
大
し
て

-
ゆ
く
と
豫
想
さ
れ
る
？

，
.

國
_

一
 

キ
W

ヮ
ッ
ト
時
萁
•
五
ニ
セ.
v

h
ょ
^

高
い
五
■
，
八

三
七
ゾ
ド 

■一
；
漏

へ

：
：

>】

_

. ©

〇
_萍

に

敗

飾
^

^

；•
:
:
»與
_

ダ

.处

寒

#

幕

傷

國

难
^

|

^

_證

《

疆

：：(

下
し
わ
の
に‘對
し

て

，
、
T

.V
A
地

域

，
で

は

七

三

•
六
^
方
龈
く
だ
っ
た
こ
. 

-
-と
に
な
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
安
い
電
力
が
掼
巩
な
地
域
に
わ
た
っ
て
供
齓
を

 

れ
る
結
果
、

者
數
の
胗
加
、

-⑵
消

費

者一

人
當
り
消
費
量
の
婚
加
、

#
.パ
..
:
,
.
ぬ

^

:-
::
.
:.
⑶
農
村
電
化
0
進

展
,>
:(
4
)商
3:
業
用
電
为
の
消
賓
增
加
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韻

し

：た
。.
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:
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開
始
^

^
5£
#.
碧

浪

'ー^
四

九

：囊

は;>
電

力

撒

費

者
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 m.

-■
:

:

一
、.
八
.赛

泛1

へ九
し

:
:

「

，
塵
^

四
七
带
.に
1
11-
ゼ

袭

为
6
麗

'に
比
べ
七
：夫̂

:ゼ
、
、
：
--
:
:
.
_
^
,
^
九
：四
セ
：-;©
八
.年
：1

も
增
加
_
が
高
''
<
;六
_

わ 

^
入
歡
戈
請
»:
量
：に
®

^:
::^
、
*
^

、
は
一
九
三
三
年
に
六
〇
〇
キロ
ヮ
ソ
ト時
で
あ
っ
た
も

、
の

が

、一
九
四
九 

.

¥

に
ぽ
ニ
、
七
六
ニ
キ
ロ
ヮ
ジ
ト
時
に
達
し
た
。
.こ
© .

間
米
國
全
國
乎
均.

は
同
じ
六
ひ
〇
、キ
只
ヮ
ジ
.ト
時
如
ぢj

、
六
ニ
五
に
な
っ
て
い
る
。
.凯
ち
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:
:U7
:
:
:
^
^
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1
•タ
ァ
レ
ィ
地
域
は.三
六
〇
，
三̂
方
の
激
徵
を
示
し
炎
の
で
あ
る
。
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商H

業
用
並
び
に
家
庭
消
費
の
電
力
は
何
れ
も
增
加
を
示
し
た
。
例
え

 

■

ば(

一，
九
四
八
年
六
月
か
ら
翌
K
九
年
六
月
迄
の■一'年
間
に
家i

費
は 

,

一
七
^
を
、/
商
エ
業
用
消
潰
は
：
,八
％
を
增
加
し
た
。
た
だ
人
口
增
加
に

 

お
か
て
は
都
市
は
濃
村
よ
り
著
し
か
っ
た
の
に
對
し
、
電
力
消
費
增
加
の

 

,
割
合
は
農
村
の
方
が
遙
か
に
著
し
か
ブ
た
。
こ
れ
は
>
’
殊
に
戰
後
に
お
け

. 心
. ；

樣

：幕
^

^
電

化

蕾

化

靠

鞭'0
_

鲁

書

遭
*.
■

活

^

^

奮
一
一

しJ

ろ
が
，大
含
い
。
凯
ち
、

1-

九
三
三
年
に
は
農̂
の
三
^
が
電
化
さ
れ
て

 

V
た
に
過
ず
な
い
が
、
：
現

在

で

裔

部

の

農

家

1

一
こ
萬
五
千
の
六
六
^
に

 

.

達
し
て
V
る
。'
U
か

し1

九
西
九
年
六
月
三
士

 nf

現
在
，で
米
圑
全i

の

:

ヘ議疆靈
顏薬鑛の
■
爵

新

、

:
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;
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l
ii-
學
#
雜

畆

.笫
四
十
泣
昝
 

'第
七
陇
.，
丨

.
' • 

に
比
べ
て
尙
遲
れ
て'い
る
の
で
あ
k
oJ
3
又
バ
ラ
ン
ス
.を
保
V
つ
つ
經
趴
が

■

漏

_

■

意

、
：奢

漏

.織

嘗

用

■

集

霞

_

_

.o〉
水
雄
に
比
べ
て
四
三'%消
費
が
糌
加
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
く
表
れ
る
.
。
’ 

T
V 

Aの
活

動

に

よ

，
り

、

又

.

>1

チ
1
-デ
ィ
ー
ル
に
お
け
る
，諸
種
の
農
業

^

^
雙

_

戰

:|
:

讓̂

南

部
_

け

る

翁
1

音

馨

覺
：' 

:
_̂>
:
涵

の

；顏

秀.遠
：：;1
:1
年
$
_

(

：
ば

八0
萬
考
渾
：功1,
1
:堉
«

_

\家

：畜

激

は

丸
^

.

»ル
^
生
顏
麁
^

っ

氣

議の
：.

■

.祖

響

證

簏

養1

1
:

_

籠

靈

機

類
及
び
鷄
卵
の
坐
產
は
三
〇
乃
茧
六0

%
を
增
加
し
^)

-更
に
棉
％
の
栽 

培
か
ら
牧
帝
に
切
換
ぇ
た
農
家
が
多;<
‘
そ
の
結
果
價
格
.の
高
い
掬
や
:̂

:
:
1
Q

他
；の

養

製

養

び

家

霍S

寶
鸪
：■

養

貺
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壻

加
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^

■v
?へ
現
夜_
部
啟
捩
■
每
農
家
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:

f
0
:
l
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妹
畜
產
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'

«製
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#
、 
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つ
て
い
る
い
又
小
作
人
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
ヒ
と
も
法
目
さ
れ
る

°_
一 

.九
铪
屬
萍
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ぢ
四.5
£
.
#
^
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§
謂
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^
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方
滅
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ネ
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ァ
レ
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にぉ；
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^
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’
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貴
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力
供
給
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要
な
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藉
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業
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販
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れ
た
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力
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三
五
億
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、

n
a
八
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午
ち
ロ
ヮ
ッ.ト
時g

 

達
し
て
い
る
が
、T.
y
A
の
總
電
力̂

i

量
の
卧
八̂

は
、
ォ
1
-ク
リ
ッ
.
 

!

ジ
の
外
、,南
部
に
お
か
石
十
大
會
社
が
牌
費
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ 

.?:
王
耍
な
も
の
は
、
デ
ュ
ポ
ゾ
、

K.

ル
コ
ア
"
モ
ス
•サ
ゾ
ト
、
，
及
び
ィ
ー 

ス
ト
.マ
ゾ
■で
^
る
。
_ア
ル• ！！

ア
、
モ•ゾ
サS

卜
、
ビクタミカ
ル、

 

人
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工r
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ク
トリ
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ッ
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ラ
1
ジ
.力
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、
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イ
ノ
ル
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メ
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ル
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の
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§
電

: 1
_

^

_
學
1
爾̂
が
會
滅
敗
_

%尤
ば
、« :
龙
_

玉
要
な
生 

.

產
費
を
占
.め
る
：の
で
あ
る
か
ら
、
金
國
か
ら
徵
收
さ
.ル
た
税
金
で
援
助
を 

受
け
て
へ
い
る
結
辱rt
M
で
供
給
さ
れ
る
電
力^-
^

す̂
る
こ
と
に
大
き
，
 

ー;'
:::-
'
-蕾
カ

を

感
0

咚̂
笹
魄
—
い

勢

釦

ろ

；％

パ

_

_
ル
；
ゴ

ゲ¥

A
た
へ

(

也
觸
|
1、
ー0
4丄
黛
セ
千
キ
紀̂

A
電
力
の
約
芄
八
多
が
テ
ネ
ン
ー

.
ヴ
ァ
レ
ィ
地
域
阡
外
の
エ
業
に
供
給 

-

さ
^
て
い
る
が
、-こ
の
傾
向
は
將
來
著
し
く
な
る
で
あ
ろ
ぅ
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双
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造

满
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新

設
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加
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:
へ®

4通

響

名
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嚴

溯

澗

爽

業
數
の
增
加
は
、
戰
時
增
藤
の
分
を
含
め
て
九
五

^
で
ふ
つ
た
。
テ
ネ
シ 

;
-

I
ザ
ァ

レ
ィ
に
お
け
る
こ
め
著
し
い
企
業
數
の
增
大
も

「

戰
時
增
產
に
よ
，

ソ

V::

ば
ン
：.戰
時
及
妖
戰
後
の
趨
勢
の
：

®-
.っ
，て.

g

をM
u

を
i

t

fが
#
ぎ
よ
ノ

-
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®
齡

顆
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-
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域
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：
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い
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掘
^
め
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加
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®
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;
:治
期
®
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國
全
土
s
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:

^

^̂j 

增
加
で
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あ
っ
た
。
こ
の
论
業
數
のit
加
は
、
，化
學
、•.縦
維
及
び
輕
金
屬
エ
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業
の
分
野
に
お
.い
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に
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し
く
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レ
ー
ヨ
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靴
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齓
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:

讓

■

生
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f

業

搏

箸

以
m

l
建

が

議
■
:
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:

H

場
數
'の
增
加
に
伴
い
製
品
の
種
類
も
著
し
く
增
加
し
た

/

0も
っ
と
も
テ
ネ
-.

ダ
ー
•
，
グ
ァ
レ
イ
地
域
に
お
け*
^
エ
.場
の
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數
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4
は
依
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と
し
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業
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^
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.
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著
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蓄
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；
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?邦
|
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_
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し
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；
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れ
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濟
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特
資
を
よ
く
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し
て
い
る
沢
、
そ

p

多
く
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南
部
で
行
わ
水
た
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あ
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ホ
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ヽ
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又
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ス

，
フ
ォ
ー
卜
ケ
ァ1

ス
，、
ジ
\3

1;
ジ
ア 

州
マ
リ
エ
ツ
タ
、

.
ヶ
ン
タ
ツ

■
キ
1
.州
ル
イ
ビ
ル
、
テ

.
ネ
シ
.
.
1州
メ
シ
フ
ィ 

ス
等
が
中
心
で
あ
る
。
合
成
ゴ
，ム
の
生
產
で
a '

ヶ
Y

ク

ツ
.キ
.

丨
5 1
1

ル
イ
ビ 

.

.

'

•

米
{*
1
,街
部
の
經
濟
'に
對
才
る
ァ
；>
咦

の

影

澇•'
,

•
.

ぐ
：-'
:
,
.
ル
&
全
陳
第
1.电

味

'?
>
。
忘
昶
等
の'企
業
ば
:̂

で
も
あ
る
。

:/-

, 

,

:蒙

_
'
.
た
©;
あ
5'
;

に
_
兄
及
ぬ
*
カ
龙
双
^

、
>
诚

以

上

を

ー

生

產

矛

务

肥

射

隹

康

叹

零

'.
.
.
.
.
'
-
武

器

彈

赛

：：
化

學

製

岛

、
輕

金

|

^
 

合
成
ゴ
ム
、
合
成
織
維
を
坐
產
し
て
い
る
。
殊
に
南
部
に
お
け
る
合
成
織
： 

維
工
業
の
愚
近
奴
發
展
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
デ
ュ
ポ
ソ
-は
ノ
ー
ス
力 

、
■
芝
ィ
：チ
»'
s

:i
:
四
亩
萬
弗
：0
1場
を
*
双
し
^
.
.
？

造
，し
、.又
ゥ
妒
ス
力
ロ
一
ス
ィ
、ナ
州
ヵ
ム
デ
ゾ
の
工
場
を
擴
張
し
て

「

オ
ル 

口
ン」

を
生
產
し
て
い
る
。
、
モ
.
ン
サ
ン
ト
•

ケ
ミ
力
ル會
社
と
ア
>
リ
力 

;ぃ
：；
ャ
ゼ
ぃ
ス
へ
コ
ー

ー

ズ
-會
社
の
共
同
^

に̂
か
が
る
ザ
•

ホ̂
_
ル
#-
錐

は

ァ

.
ラ
ノ 

ノ
.バ
マ
、«
ア
..-
ィ
ケ
.ィ
タ
-
:
1附
近
-に
六
千
萬
賴
の
エ
場
を
建
設
中
で^'
る
0
そ
，

，の
.他
に
、セ
，ラ
—
.丨
ズ
會
社
■と
.ユ
：.

11.

オ
ン
'
* 

..

力
t
f 

.'

、ハ‘ィ
ド
•
T
ソ
ド
.
•力
ー
.

_

_

社

筝ぎ

霞

■

■

響

■

場
を
建
•

■

■

.

一
. '
: '

但
\

こ
か
よ
ぅ
な
最
近
の
發
展
に
よ
っ
て
も
南
部
の
古
い
產
業
が
す 

冗
が
_
-
-
產̂

業

修

切

換

尤

ら

れ

炎

隊

で

饮

な

：
^
.
薪

維

坐

產

娘

依

然

各

ぐ， 

;,
:
':]
>
.冗
南
萍
の
：主

奮

產

業

で

あ

水;>
:亂
花
及
び
レ
し
ョ'

>
v
§

產
呔
戰
前
.

:
^

比
a ，
八
©:f

媢
挪
b

y
私
^
。：又
木
：|
!
:
ど
煙
寧
0
生

產
-:
%

增
伽
を
汞
し
一」 

•て
い
る
。
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四
，
洪

水

防

止

及

び

水

運

■
ノ
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、

•
：
 

>

T

V

A法
は
又
、

「
IfN

ネ
シ
し
河
及
び
そ
の
流
域
地
帶
に
ダ
，

A
及
び
貯
水 

池
を
建
設
し>
-ッ
ダ
、ス
ビ
ル
か
ら
ミ
ダ

グ

ッ
ピ
.丨
.河
合
流
點
ま
で
の•水

深-• 

を
九
^
に
保
ち
、'
•フ
ネ
シ
ー
河
の
航
遲
办
便
を
促
進
し
、
又
テ

〕

不
、ゾ
ー、

. 

ミ
グ
グ
ダ

ピ
ー
兩
河
川
流
域
に
お
け
る
破
壊
的
な
洪
水
を
防
止
す
.べ
き
こ 

と
、

J

と
規
定
し
て
い
る。' 

.

T

V

Aが11
4
-̂

の
貯
水
f

建
設
し
綜
合
し
て
、

短
期
的
に
も
洪
水
を
防
止
し
た
結
ぶ
、
テ
.ネ
ゾ
ー

。'グ
T
レ
ィ
地
域
の
莫
； 

犬
な
財
犛
と
人
命
を
救
濟
しA
來
た
ご
と
は
双
め
て
說
明
を
耍
し
か
いで
. 

あ
ろ
う
。
こ
の
成
果
を
數
字
的
に
寞
出
す
る
こ
と
议
で
き
な
，い
ゝ
が
、

最
%*

. 

供
水
め
危
險
が
多
く
、
且
つ大
エ
^

^
.|
1
?で
あ
る
チ>
.ダ
ス
ー
ガ
だ
け
を 

メ
例
.に
.：̂
っ
rt
^
.、\

.

( 一.' 
八
.为
• ^
^
典
瞭
©,
:
龙
觀
水
.に
西
敵
^
;̂
>洪
水
6D
-
W險 V. 

か
ら
救
わ
れ
た
こ
と
が
，數
次
に
及
ん
で
ぃ
る
。
7
>
<
;が
行
っ
た
調
莶m

/

、
，
*

:
 

■、
六

四

，(

五
〇
〇)

>

上
れ
ぱ
ノ
洪
水
防
止
仏
効
果
は
、
オ
ハ
ィ
オ
河
下
流
と
ミ
、
シ
ン
ッ
ピ
一
河 

.
流

域

地

帶

で
m
年
約
六
百
蓠
弗
、
.
' テ
ネ
V

1河
流
域
で
茧
宵
萬
邦
以
上
、

護

-

^

!
ぬ̂
撞
ず
.養
七
淮
定
务
翁
で_
1;
^

秃
表
：グ
，
漸
一 

の
洪
水
防
止
措
置
に
ょ
つ
て
、
そ
の
本
流
で
あ
る
ミ
y
グ
‘
ッ
ピ
ー
河
の
洪 

水
防
止
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
ょ
ぅ
に
な
つ
た
こ
と

，も
^
目

さ

れ

る

。

テ
ネ
シ
ー
河
$

古
く
か
ら
货
物
艄̂

敗
行
が
行
わ
れ
、
权
陸
水
路
と 

•し
て
.利
用
さ
れ
て
來
た
が
、
砂
抓
、
淺
潮
、
暗
碟
等
の
た
め
そ
の
利
用
價

‘ 

値

が

大

い

に

，
損

わ

れ

、
、
平

均

可

航

踣

離

は

約

一

I

十
哩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
ニ
六
年
以
来
同
河
川
の
內
陸
水
路
上
し
て
の
重
要
姓
が
認
識
さ

^

5

路̂
晚
«
の
^
取
種
：承
の
計;«
が
樹
：̂

*

施
芝
れ
僉
が
、
：：い
ず
れ
も：. 

•、
部
分
的
な
も
の̂

過
ぎ
な
か
っ
た
。

,

T
V'
A
の
事
業
に
ょ
り
、(

九
三
九
年
ま
で
，に
、
常
時
水
深
六
呎
を
保 

’

っ
遡
航
诃
能
か
水
鼢
は
吁
ャ
タ
ヌ
ー

ガ
に
達
' L

た
。
又
一
九
四
五
年
ミ
ジ 

シ
ッ
ピ
.
1河
へ
の
合
流
勸
に
近
い

「

ケ
ン
.タ
ジ
キ
ー
暗
瞧

」

-
が
開
さ
く
； 

'れ
て
ノ
ッ
ク
ス
ビ
ル
ま
で
水
深
九
呎
の
水
鼢
が
開
か
れ
、
又
一
九
四
七
年 

ゾ&

餐

尤

事

計

畫
&
完
成
ぬ
土
ガ
、.：：

一

ア
：衣
シ
:!
:■瘦

年
間
を
通
じ
て
ノ
ッ

■

. 

ク
ス
ビ
ル
ま
で
水
深
九
呎
の
爿
航
水
路
六
五
0-
哩
が
確
保
さ
れ
た。

> 

-

そ
の
結
果
、
テ
ネ
ゾ
ー
河
が
延
長
ニ
七
、
三
6
〇
哩
に
及
ぶ
改
良
さ
れ 

た
內
陸
水
路
網
の
一
，部
と
な
つ
た
こ
と
が
特
に
重
要
，な
意
味
を
も
つ
て

V
. 

る
。
卽
ち
、
オ
ハ
ィ
オ
河
と
接
績
す
る
結
果
、
ミ
ネ
び
ボ
リ
ス
ま
で
遡
航 

し
得
る
最
低
水
深
九
呎
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ1河
航
水
路
網
ゆ
一
部
とな
り
、 

.イ
リ
/
イ
水
路
網
との
接
續
に.よ
つ
て
シ
カ
ゴ
.
ま
で
の
水
路
輸
绘
が
可
能
丨

.ど
な
.り
、
«.
に
.シ
；.か
'ゴ
*

^

^

4.^
^
^
刹
用'^
得
^』

と
>
な

0
.た
。
；：、

北
來
部
へ
ピ
ッ
ツ
パI
ダ
ま
で
航
行
し
得
る
。T-
不
シ
ー
河
か.ら
‘オ

ハ

イ！
 

オ
河
に
入
り
、
イ
リ
ノ
イ
州
'カ
イ
-ロ
で
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー
河
本
流
に
出
れ
ば

.八
七
0
1?
1
-
:を
芯
_
て
：：:.
1

>1
;
;

い.ン
へ
死-
?̂:
.},
:
ス
1 :
ル
..:
:
-
;: ^

本
0

^ :

1\
^

*

.

^

_

E
J;
-
:か
西
敗
七
.商
勸
怒
航
.
.
.
. 

行

し

て

テ

'キ

サ

ス
㈣
ブ
ラ
ゥ
ソ
ス
ゼ
ル

に
到

り

、
.凍
は
四
三
〇

哩

を

航

行- 

し
て
フ
.ロ
リ

ダ
州
セ
ン
ト

•

マ
ー
ク
ス
ま
で̂
^く
ご
と
が
で1き
る
0
:
M
に 

- 「

ウ

..
オ

；リ

ヤ
.
V
-
V
,

ト

，
ミ
.ビ
ツ

，
：グ

ビJへ
-̂
ウ

.す
i
:タ
1
:ウ
.

H.:

イj
」

-
*t
.モ
.ビ

ル
 

'

に
^

い
て
^

イ

ジ

夕
.]
,
コ

ー
.ス
タ

ル
>'
1

ウ

/方
；1
タ

：1
ウ

エ

イ」

，.と
接

續

し
、
.. 

ア
ラ
バ
マ
州
を
四
艽
〇
哩
北
に
走
つ
て
い
る
。
こ
办
ょ
ぅ
に
テ
ネ
シ
ー

，
•

.
 

.

.タ
-/

レ
イ
il
t

i
域
の
I

g

T̂I
I

は

最

®

九

吹
の

ホ
路
を
以
で
少
く
と
も
他
の

-
P

 

'
.六
州
：の
；都
帘
之@

^

|

赘
お
办
：^ >_

梁

路

杳
_

消
す
找
ば
| |

榣
多
：
'':
;':
:
: 

く
の
州
と
連
絡
し
て
い
る
と
上
と
な
る
。

,

:

■
 

‘
 

，

.
こ
の
よ
ぅ
な
内
陸
水
路
'の
發
達
に
ょ
り
、
テ
ネ
シ
，
丨

河
め
交
通
の
み
で
 

な
く
ミ
シ
ン
ッ
ピ

ー
河
の
航
行
も
ガ
いJc
m
加
し
、

一
九
彐
四
年
常
時
の
' 

;
;沒
於
.シ
；
ぶ
せ

％

水
_
網

繼

塞：

轍

1
水
路
網
のI

送
a
の
八
五
^

t

め
て
い
石
。
■ 

‘

こ
め
水
路
航
運
網
が
，ー.般
公
*

_祉
に

ど

れ

ボ

け

^

^-
し

て

い

る

か

を

米
阈
帘
部
の
經
濟
に
對
ナ
る&

入̂
‘の
影
#

\

:

デ
，
測

定

ず

る

匕

^
奮

難

で

あ

石

が

(

水
路
交
掘
上
め
要
餓
忙
位
す
る
特
定 

.-
•
•の
都
市
の
膨
脹
狀
況
に
あ
■る
程
度
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
ラ
バ
マ 

州
の
デ
ィ

ケ

ィ.

タ

，
1及
び
ガ

ッ
タ

！

ス
ビ
ル
を
例
に
と
ろ
ぅ
。
デ
ィ
ケ
ィ

■

聽

觀

露

■

£:
<

■
_

:
■

想

^

」

';
'
.-
^
ぼ
至
る
戰
時2
-ぬ
七
次
ガ
：冲
ス
；
_
¥
:ダ
ッ
ダ
會
社&
ア

,^
:允
ィ5

丨
；，

,

ア
イ
冗
ン
ン
ア
ン
ド
.-
ス
テ
ィ
1
ル
會
社
及
，
l>
.デ
ィ

ケ

ィ

タ

ー

•
グ

ッ

ド
 

-イ
ヤ
•
ミ
ル
ズ
會
此
と
共
に
五
1

弗

に

近

、い
’新
規
投
嘴
を
行
っ.た
。
か 

ぐ
し
て
デ
ィ
ケ
ィ
タ
ぐ
を
含
む
ぞ
ル
ガ
ン

•
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
工
場
.

，魏

率

^

次

の

が

戰

時

密;)
1
#
:
^
-
-

人
.ぬ
¥
訓( 

パ
し
た
ぺ
同
贫
は
’迪
邦
政
府
の
戰
時
役
贫
に
ょ
る
分
を
加
え
て
多
大
の
戰
時 

璐
張
を
行
い
、
穀
物
運
逯
業
、

.

.
•
加
工
業
、
鷄
卵
人
工
孵
化
業
、
製
粉
業
を
： 

聩
張
し
た
が
、
こ
れ
等
成
い
ず
れ
も
テ
ネ
シ
ー
河
中
航
運
を
利

|1
]
し
てい 

る
。
終
戰
時
に
を
っ
て
そ
の
搬
張
發
肢
は
漸
く
少
し
袞
ぇ
を
み
せ
た
。
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ケ
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•■̂
夕
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總
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潇
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た。

/

/ 

, 

‘

_

同
じ
ぐ
•ア
ラ
バ
マ
州
に
あ
つ
て
テ
ネ
シ
_
1河
と
/、
、
グ
ン
，
ッ

ピ

ー
河

と

の

1:
嘁
恩
_

受

げ

ぞ
裏

篇
近
0
鼇

；
の

，穀

觀

め

馨

雜

#

^
先

。
，
例

尤'

:
.

」，：.

奮

■

霞

顏

i:
:
.
l
,
:
'
f 
■

蓮
■

讓

.

.

.
f
•

メ
.

.

.

.

•
:
-
，
，

■ 、

•
六
五•

：
ハ
5{
£
〇1

〕



二
，

■ '
■

1

震

I

誌

“

四
デ
I

V
難

率

.

.

〜
：.；

.ハ
, 

て
お
り
、
更
に
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
か
、ら

ガy
f
ス
ビ
ル
ま
で
水
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。フ
、
ト
ラ
ッ
ク
、
.
輕
精
淹
が
時
速
十
七
哩
の
ば
し
け
セ
運
遂
ざ
れ
る
に

至
っ
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一■九
四
八
带
に
は
。ヒ
ッ
ッ■パ
ー
グ
か
ら
水
路
に
ょ
る
貨
取
の
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變
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
ぅ
し
た
麗
に'ょ
り
經
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狀
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又
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下
流
地
域
に
比
べ
て
一
兀
來
威
る
程
度
產
榮
が
發
達
し
て
い
た
の

‘で
、
經
濟

^
'
_
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.
:
' 

厂
狀
態
.發
展
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程
度
は
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地
域
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版
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■そ
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"
へ
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>
ャ
九
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芄
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時
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ヌ
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啟

著

耆'T
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.
 

か
く
し
て
水
路
網
売
成
の
効
架
は
最
近
漸
く
顯
著
と
な
つ
て
來
た
ば
か
り
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1
あ

る
,0
の
制
約
が
あ̂
に
も
拘
ら
ず
、
テ.ネ
シ
ー
、河
全
水
域
の
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通
は
輸
，邊
屯
數
に
お
い
て
も
屯
哩
數

'に
お
い
て
も
敗
大1
て
お
り
、

一
九

逢

|

?
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1

ー1

達
ー
@

^

1
_

ー
警
_
の
ー
斷
啦
哩
の
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以

上
に
常
•つy

お
り
、
、1
'
,
九
四
九
年
に
は
四
億
也
哩
を
超
ぇ
て
い
る
。

一
九

.一̂
六

證

疼
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迦
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鋼
製
品
等
慶
な
貨
物
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加
し
て
來
へ

た
仁
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で
あ
る
。
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鐵
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潤
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％
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献
主
瘍
酿̂

_
 

」

•'
. 

〔

：.
1
1
1
:-
-
1遽

着

庫
;'
©
新
截
'^
行

彭

た

。
：
.同
鐵
戴
で
は；
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と
、
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な
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廣
く
濂
富
に
供
給
し
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を
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.
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右
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。
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摄
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潜
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％
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米
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1̂
部
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濟
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對
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影
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い
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が
、
來
國
全
體
で
货
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.涔
の
增
洳
と
な
っ
て
い
る
め。
：

, 

.匕
の
ト
ル
於
統
計
的
ヒ
表
れ
た7
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<の
：成
采
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も
觀
ら
ず
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こ
れ
を
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以
て
亇
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が
奇
蹟
的
な
業
績
を
擧
げ
た
と
は
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い
得
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い
し
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る
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卽
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場
勞
働
潘
總
數
の
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人
.ロ
.ね
對
す
る
比
率
ほ
；、
；米
國
金
體
で
は
約
三
〇
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で
あ
る
が
、
テ
ネ
シ

,

.
1
.，
ヴ
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7
レ
ィ
地
域
で
は
そ
め
：約
四
分
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ぎ
な
い
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酿
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全
膛
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っ
；い.て
凫
れ
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の
傾
向
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逛
に
琺
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ル
い
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卽
ち
、

1
.九
三
.九
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の
米
國
金
體

Q
H

場
勞
■
者
數
ぼ
：|夺
萬
人
以
上
で
あ
づ
た
の
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.對
し
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南
部
全
體
で
約
ー
六
进
萬
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中
入
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あ
り
、
：
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.れ
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と
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率
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い
て
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。
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で
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加
で
あ
っ
た
し
、
エ
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勞
働
漭
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1
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1
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率
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％
で
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べ
て
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南
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で
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七
一
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に
止
っ
た

,
戰
後
に
お
け
る
•鹿
傭
の
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少
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南
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で
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較
的
に
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し
く
な
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；
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梁
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澇
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分
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行
ゎ
れ
た
に
も
枸
ら
ず
、
米
國
全
體
の
經
濟
に
對
サ
る
酿
部
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對
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立
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實
際
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つ
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で
あ
る
。
南
部
の

H

業
勞
働
者
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澍
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四
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七
い
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鐵
銷
業
、
化
學

H

業
、
•製
材
業
は
戰
時
中
膨
脹
し
た
に
も
拘
ら
ず
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後
は
戰
前
の
水
哗
に̂

レ̂
て
し
ま
つ
た
パ
從
つ
て
m

l
產
に
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し
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自
覺
し
い.業
_
を
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げ
た
南
部
も
、
全
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お
け
る
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者
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比
較

■ 

に
お
い
て
は
泶
し
て
砠
⑽
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あ
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人
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り
^
得
及
び
企
業
所
，得
は
、
何
れ
も
T
V-
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以
前
及
び
戰
前
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永
準
に
比
べ
て
現
在
は
明
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昇
し
て
い
る
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し
か

1
、
_
.货
得
沐
準
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す
る
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影
響
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テ.、_不
シ
ー
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t
レ
ィ
地
域
で
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直
接
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れ
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い
.る
と
拋
わ
れ
る
の
に
對
し
て
、
廣
く
南
部
全
膛
と
ム
て
、觀
怒
す
る
と
、

の
影H

は
次
舘
に
稀
海
と
な0
て
い
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が
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瓜
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。
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萍
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榮
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總
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架
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